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福岡県の概要

面積：4,987㎢

人口：5,107,858人（R5.9.1）

世帯数：2,392,667世帯

高齢化率：27.98％

県型保健所 9か所

市町村数：60

・保健所設置市 3

（政令市２中核市１）

・市町村 57

特別警報発表地域（R5.7.10）
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福岡県の概要

統括保健師の配置状況

・県（１） 県型保健所 （９/９）

・保健所設置市 （２/３）

・市町村 （２０/５７）

災害担当窓口（保健師）

R５年度

保健所設置市（３/３）

市町村（５７/５７）

➣災害に関する平時の取組

〇県型保健所と管内市町村

・リーダー会議における災害発生

時の対応等について検討

・現任教育での研修、訓練

〇県と保健所設置市

・連携会議の開催

➣災害時健康管理マニュアル策定

（H29 年策定 R5改訂）

保健所設置市 都道府県 県型保健所

筑紫

連絡会議 粕屋

北九州市 糸島

福岡市 県　庁 宗像・遠賀

久留米市 嘉穂・鞍手

田川

北筑後

南筑後

京築

統括保健師会議 リーダー会議

6

8

7

市町村数

5

8

1

7

7

8
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今年７月の被害状況
7月7日から雨が降り出し、10日県全域に警報、
6自治体には特別警報が発表

過去にも人的被害をもたらした豪
雨災害があった

平成29年 九州北部豪雨

主な被害の状況（7月14日）

人的被害（死者、重軽症） １２件

家屋被害（全壊、半壊、床上・下浸水） ４１２件

道路被害 １６６件

橋梁被害 ４件

河川被害 ９９件

土砂被害 １２４件
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保健師派遣の経過

➣保健所設置市への支援

○県統括保健師から久留米市の統括保健師に被害状況及び保健師の派

遣要請について確認し、支援内容等について協議

＜派遣依頼内容＞

・派遣期間：７月１３日から１週間程度

・活動時間：１６時～２０時

・避難所（３か所：避難所、福祉避難所、自主避難所）への巡回相談を

予定

・災害経験のある県保健師と市保健師をペアにして巡回したい

○県統括保健師等が、７月１３日からの保健師派遣に向け調整及び派遣

後の状況把握
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➣市町村への支援

○ （7月10日）県統括保健師から県型保健所統括保健師（以下「保健所統括保健

師」という）に管内市町村の被害状況及び保健師の派遣要請についての確認

依頼

○保健所統括保健師から管内市町村の被害状況及び保健師の派遣要請の有無

を確認 （被害状況等の確認は２回/日） →保健師の派遣要請なし

○その後、１市１村から保健師の派遣要請があり、保健所と市村の統括保健師と

で支援内容について協議

（目的、派遣期間、対象地区、支援内容及び方法、体制（人員）等）

・13日東峰村から派遣要請・・・保健所統括保健師等が現地に出向き被害状況

の確認と支援内容について協議

・18日うきは市から派遣要請・・・電話にて被害状況の確認と支援内容について

協議

○県統括保健師等が県内市町村の健康被害状況のとりまとめと保健師の派遣調

整及び派遣後の状況把握

保健師派遣の経過
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被災自治体の状況

被害状況確認 7月10日AM

被害状況確認 7月10日PM
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被災自治体への保健師派遣

＜日報＞

＜避難所日報 （避難所状況）＞ ＜避難者日報（避難者状況）＞

＜健康調査連名簿＞

< 避難者への相談支援記録 >

県保健師が避難所等で相談支援を行

った際の相談記録 （個人情報を削除

したもの）
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＜派遣依頼内容 （７月１１日）＞
○派遣期間：７月１３日から１週間程度
○活動時間：１６時～２０時
○避難所（３か所：避難所、福祉避難所、自主避難所）への巡回相談を予定
○県と市の保健師をペアにして巡回したい

保健所設置市（久留米市）への県の支援

＜県の支援内容＞

○保健師の派遣

・期間：７月１５日（土）～１８日（火） 計４日間

・派遣保健師数：２名（経験者、若手）/日 計７名（１８日のみ１名）

・活動方法：避難所（３か所）を県と市の保健師で巡回

○その他

・支援終了後も県統括保健師が市の保健活動状況を継続して把握

・住民へのメンタルヘルス支援について、市からの相談に対応

・久留米市では、豪雨災害による人的被害経験は初めて
住民への健康支援の取組みについて、市の中での調整に時間を要した

・市の統括保健師に様々な調整・判断が求められる
（被災者の健康支援に関する方向性・判断、若い保健師への指示、受援
調整等）
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久留米市の保健活動

➣健康課題がある住民の把握の取組

○ 罹災証明書発行時に健康状況アンケートを実施し、支援

が必要な方を把握し支援

○ ボランティアの全戸訪問（甚大被害地区の訪問）から支援

が必要な方を把握し支援

➣今後の住民へのメンタルヘルスケアを見据え、久留米大学の

准教授からのレクチャーを企画

・訪問する際の注意点について

・対象者：保健師、事務職等
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＜うきは市への支援：保健師の派遣＞

○派遣期間数：７月１９日（水）～２５日（火） 計４日間

○派遣保健師数：２名/日 計８名

○活動内容：保健師１名（県または市）と事務職１名の２名１班で、独居老人な

どの高齢者世帯を中心に訪問

○活動時間 ９：３０～１７：００

市町村への県の支援と市の保健活動

＜東峰村への支援：保健師の派遣＞

○派遣期間数：７月１４日（金）、１８日（火） 計２日間

○派遣保健師数：１４日２名、１８日４名 計６名

○活動内容：県保健師２名1班で、村保健師が気になる住民を中心に自宅

を訪問

○活動時間：９：００～
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うきは市の保健活動
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住民の状況：床上・下浸水に遭っていても我慢している。声をあげられずに家の片

付けができない、今後の生活に不安をつのらせている。（特に高齢者）

保健師の思い：ボランティアの活用や心配なことは相談していいことを広く住民に呼

びかけないといけない。

西日本新聞（ 7/20 筑後版）

うきは市保健課は、１０日からの大雨で被災した一人暮らしの高齢者らを訪問。
～略～
同課は１７日から保健師と事務職員の２人で班をつくり、浸水被害が大きかった同吉井町を中心
に回っている。１９日保健師らが一人暮らしのAさん宅
を訪問。
～略～

Aさんは、被災当時を振り返りながら猛烈な雨に怖くて
仕方なかったことやボランティアに畳上げと床下乾燥を
手伝ってもらったことなどを話すと二人は熱心に耳を
傾けた。
保健師は、～略～ 「何かあったら連絡を」と念を押し、
水やパン、支援策を掲載したチラシを渡した。
Aさんは、「二人が来てくれてありがたい。ボランティア情報
も教えてもらった。とても頼りになる」と感謝した。

メディアの活用



被災自治体への県の役割

＜今回の支援から＞

○保健所設置市や市町村への支援

・保健所設置市に保健師を派遣するまで、数回の調整が必要であった

・市村への支援は、派遣要請の翌日に派遣できた

○派遣調整に関する庁内の役割分担

・派遣に関する様々な連絡や問い合わせ、庁内の調整等が県統括保健師

に求められた
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＜被災自治体への県の役割＞

○被災自治体における保健活動への支援

（被災者支援経験保健師の派遣、メンタルヘルスへの対応等）

○被災自治体の統括保健師の相談役、保健活動に関するマネージメントへ

の支援

○有事の際には、迅速に支援内容の協議できるよう、平時からの統括保健

師のネットワークの構築



今後の展望

○平時からの健康危機発生時の連携・連絡体制の構築と被災
時の保健活動についての協議

➣保健所設置市

・保健所設置市と県の連携体制の構築

・市統括保健師へのマネージメント支援について検討

➣市町村

・各保健所毎に統括保健師のネットワークの構築

・リーダー会議等を活用し、災害発生時の保健活動につい

ての協議

○被害状況に関する情報収集等の整理

・「災害時における保健師等応援派遣調整の手引き」の策定
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ご清聴ありがとうございました。


